
植物由来PLA×二軸延伸技術 ― 多様な分野で使いやすい、強くて安定したバイオマスフィルム

植物由来のポリ乳酸（PLA）を使用し、石油由来プラスチックの使用量削減に貢献

「二軸延伸PＬＡフィルム」
オールバイオマス由来の高機能フィルム

当社のコア技術である、「二軸延伸技術」と「極薄製膜技術」を用いたバイオマスプラスチックフィルムです。
高い透明性と高い強度に加え、透湿性や保香性を備えており、工業用から食品用まで、幅広い分野での活用が期待されています。

PLAからなる二軸延伸フィルムで、均一な膜厚と優れた機械特性、環境配慮を実現
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数µmの極薄領域～50µmの厚みのPLAフィルムが作製可能です

バイオプラスチック
バイオマス

プラスチック
生分解

プラスチック
・バイオ PE
・バイオ PP
・バイオ PET

・PBS 
・PBAT

・PLA
・PHA

・バイオ PBS
・バイオ PBAT

植物由来の原料を使用

二軸延伸技術は、
フィルムを縦横に延伸後、熱固定することで、
厚みや物性を目的に応じて制御できる製膜技術です。

透明性
透過率90%以上
※可視光域

水蒸気
透過性

保香性
香りが外に
漏れにくい

No.1360
※本カタログ掲載製品のうち、基材用グレードにおいて、一般社団法人日本バイオプラスチック協会の認証を取得しています。
　なお、生分解性は一定条件下での評価結果に基づくものであり、すべての使用環境での分解性を示すものではありません。



高い透明性と、しっかりとしたハリで、上質なパッケージを実現します

「 二軸延伸PL Aフィルム」のご紹介オールバイオマス由来の高機 能フィルム

王子ホールディングス株式会社　イノベーション推進本部 アドバンストフィルム開発センター
〒520-3251 滋賀県湖南市朝国65 | afdc-contact@oji-gr.com | URL：https://oji-rd.jp/

お問い合わせ

様々なシーンで、環境に優しい素材としてご活用ください

青果物フレッシュ包装 フラワーラッピング 香りを守る包装
菓子包装・
スタンディングパウチなど

物性表 * 下記物性値は測定値であり、規格値ではありません
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内容物が見やすい、透明なフィルムです。■ 透明性 ■ 水蒸気透過性 水蒸気透過性が高く、結露が発生しにくいです。
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【 密閉袋の中でバナナを保管としたときの様子】

※JIS K ����-� に準拠して測定

■ 保香性 香りの強い食品でも、においを外に逃がしにくいです。 ■ 折り目保持性 ひねりや折り曲げ後も、折り目を保持しやすいです。
【 50x50mm のフィルムを、同じ力で四つ折りした後の様子 】
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※ においを感じる強さ


